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１．研究計画の概要 
 世界的なエネルギー需要の拡大、原油価格
の高騰および自由化の進展、京都議定書への
対応など、エネルギー資源を取り巻く環境が
大きく変化しているなか、産地が世界中に広
く分布し、利用技術の向上が著しい天然ガス
は、近年その需要が増大している。LNG の輸
送効率を改善するため新たに開発中の LNG 
船は従来の一般的なLNG 船の輸送能力13 万
～15 万立方メートルから一気に 25 万立方
メートルまでタンク容量を増大するという
極端な大型化が急速に進行している。このよ
うな急激な大型化によって、船体構造上の問
題、特にタンク内液体運動（スロッシング）
により発生する衝撃荷重と構造系の応答の
問題、タンク内液体と船体運動の連成の問題、
損傷時にタンクから流出する LNG の問題等
重要な研究課題が表面化してきた。本研究に
おいては、これまでに研究代表者らが開発し
たスロッシングの数値計算法をさらに発展
させ、タンク構造系の応答解析、タンク構造
が損傷した場合のリスク評価等も含めた総
合的な安全性評価法を研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では低温液化ガス運搬用船舶の安全

性に関する研究として、タンク内の液体運動

（スロッシング）と衝撃荷重の研究、タンク

からの液体貨物流出シミュレーション法の研

究、海洋環境への影響を含めたリスク評価法

の研究を実施している。本年度の研究では、

スロッシングと船体の連成運動計算法が完成

したため、研究成果を学会報告した。なお、

現在までに低温液化ガス運搬船の大規模損傷

事故は知られていないため、本研究で開発し

ている各種シミュレーション法、評価法の検

証が困難である。そこで、事故例が多数報告

されデータが揃っている原油タンカーの損傷

事故の油流出シミュレーション解析を行い、

開発したシミュレーション法の有用性を調べ

た。また、海洋環境への影響、人命損傷等の

リスク、運航による経済的メリット等を包括

的に評価する方法の研究も行ったが、これも

データの多い原油タンカーの評価問題を例と

して検討し、本研究の評価方法の有用性を調

べた。さらに、生物多様性保存の観点から船

舶のバラスト水問題が重要視されるようにな

って来たが、低温液化ガス運搬用船舶を含む

種々の船舶に適用できるバラスト水を不要と

する船舶のコンセプトを考案した。これらの

研究成果を学会論文としてとりまとめた。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （当初計画した研究内容に関し、ほぼ予定
通り研究が進捗している。） 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度に当たり学会での論文発表等を
通じて研究成果の公表を図っていく。 
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